
 

令和８年度 事業計画 
 

１ 基本方針 
 

地域・家庭・職場といった人々の生活の様々な場面において存在した支え合いの機能

が、高齢化や人口減少などにより弱まっています。また、地域生活課題も複雑・多様化

し、民生委員・児童委員やボランティアなどの担い手不足は、見守りや支え合い活動にも

影響しています。 

国では、これらの課題に対応するため「地域共生社会」の実現に向け、一人ひとりが生

活における楽しみや生きがいを見出し、様々な困難を抱えた場合でも社会から孤立せず、

安心してその人らしい生活を送ることが出来る社会を目指しています。 

このような社会情勢の中、「第４次地域福祉推進計画」（令和５年度～令和９年度）の４

つの重点目標に沿って、人と人がつながり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、共に支

え合う「地域共生社会」の実現に向け取り組んできた事業活動の進捗・評価を行い、たつ

の市社協の基本理念である「ささえあい、たすけあいの心を育み、すべての住民が安心し

て暮らせるまちづくり」のために、市や各種団体、関係機関等と連携を図り、包括的な支

援体制を円滑に構築・実践できる仕組みづくりを財政規模に応じた事業の見直しととも

に進めていきます。 
  

◇ 法人運営事業 

役員・評議員及び職員が一丸となり活力のある法人組織の運営とともに、安定し 

た財政基盤をつくる自主財源の確保と事業の見直しに努めます。 
 

◇ 福祉活動事業  

住民のニーズに対応した、福祉サービスの提供、子育て支援及び当事者支援に努 

めます。また、地域の住民やボランティア活動者、学生など支え合いの輪を広げ、高

齢者や障害者、児童が安心して暮らせる自立と共生のまちづくりを推進します。 
 

◇ 介護保険事業 

超高齢社会に適応したサービスを提供するため、在宅生活を支える訪問介護事業 

を通して、高齢者の暮らしを支えます。 
 

◇ 障害者総合支援事業 

利用者一人ひとりに適切なサービス計画を提供する計画相談支援事業、在宅生活 

を支える居宅介護等事業、就労や交流機会を提供する就労継続支援Ｂ型事業などの 

多様な事業を通して、障害者の理解を進め、安全・安心な暮らしを支えます。 
 

◇ はつらつの湯・新宮ふれあい福祉会館・御津やすらぎ福祉会館管理運営事業、 

西播磨成年後見支援センター事業 

住民憩いの場のはつらつの湯、住民が集う福祉活動の拠点としての新宮ふれあい  

福祉会館・御津やすらぎ福祉会館の適正な管理運営に努めます。 

また、６市町の高齢者や障害者の権利擁護を担う西播磨成年後見支援センターの 

適正な管理運営に努めます。 



 

48 子育てひろば         55 ボランティアスクール R６～(一部) 
49 子育て支援フェア       56 新生児誕生メモリアル事業 
50 勉強カフェ R６～               57 中央児童館管理運営事業○指  
51ファミリーサポートセンター事業○委  58 ひとり親家庭支援事業 廃止 R６ 
52 福祉学習推進事業              59 ニコニコ マルシェ R６～ 
53 歳末要支援児童・生徒激励事業   60 みつけるマルシェ 新規 
54 こどもホームステイ協力事業       ※下記の事業活動番号を含む  
                                21・22・24・25・27・30・35 

事業活動番号・事業活動名 

高齢者福祉 
（17 事業活動） 

児童福祉 
（12 事業活動） 

地域福祉 
（30 事業活動） 

36 居宅介護事業         44 就労継続支援Ｂ型事業 
37 重度訪問介護事業           45 ピアさぽーとセンター管理運営事業 
38 移動支援事業         46 地域活動支援センター事業○委  
39 同行援護事業                  47 計画相談支援事業 
40 障害者地域生活訓練事業○委           
41 手話奉仕員派遣・養成事業○委      ※下記の事業活動番号を含む 
42 要約筆記奉仕員派遣・養成事業○委    19～22・24～28・30・35 
43 手話サロン 

1 理事会                        10 決算監査、中間監査 
2 評議員会                      11 財務管理 
3 支部運営委員会                12 事務局体制の強化 
4 評議員選任・解任委員会    13 社会福祉法人連絡協議会 
5 善意銀行運営委員会      14 社協会費 
6 ボランティアセンター運営委員会 15 善意銀行 
7 広報委員会          16 共同募金 
8 虐待防止委員会        17 有料広告掲載事業等 
9 福祉委員会          18 共同募金委員会 

対象 

法人運営 
（18 事業活動） 

61 小地域福祉活動推進事業        76 小口資金貸付事業 
62 心配ごと法律相談事業          77 生活福祉資金貸付事業○委  
63 支部福祉フェア                78 生活困窮者支援体制強化事業 R５～ 
64 社協出前講座               79 生計維持緊急貸付事業○委  廃止 R7 

65レクリエーション用具貸出事業 80善意の芽生え事業 
66 民生委員互助共励事業          81 コロナ特例食糧支援事業 廃止 R６ 
67 実習生等の受入れ        82 善意月間等啓発事業 
68 生活支援体制整備事業○委         83 災害見舞金等支給 
69 福祉団体等支援事業          84 はつらつの湯管理運営事業○指  
70 情報発信事業                 85新宮ふれあい福祉会館管理運営事業○指 
71   86御津やすらぎ福祉会館管理運営事業○指 
72 ボランティア活動支援     87 設立２０周年「福祉のつどい」R6 
73 ボランティア育成事業       88 第５次地域福祉推進計画の策定 
74 ボランティアセンターまつり    89 地域交流事業補助金交付 R６～ 

75 災害ボランティアセンター訓練  90  R６ 

19 給食サービス事業       28 特別給食(おせち料理)配食事業 
20 自立支援配食サービス事業○委   29 介護支援ボランティア事業○委  廃止 
21 福祉車両貸出事業       30 福祉サービス利用援助事業○委  
22 福祉機器貸出事業       31 老人福祉センター管理運営事業○指  
23 高齢者ふれあいのつどい事業  32 訪問介護事業 
24 当事者組織活動推進事業    33 介護予防・日常生活支援総合事業 
25 暮らし支え合い事業      34 介護職員初任者研修 
26 訪問理容サービス事業    35 西播磨成年後見支援センター事業○委 
27 歳末安否確認事業 

障害者福祉 
（12 事業活動） 

R５ 
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２ 第４次地域福祉推進計画の事業活動分類及び進捗 
                              【令和 8 年 4 月 1 現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 事業活動番号 

１ 法人の安定的な運営 1, 2, 3,12,14,15,16,45,70,88 

２ 福祉活動への参加の機会づくり 19,20,24,43,51,52,55,61,65,73,87 

３ 権利擁護支援体制の構築 30,35,38,39,41,42,44,47 

４ 包括的な相談支援体制の整備 46,49,50,58,68,78,81 

○指・・・指定管理 ※○委・・・委託事業、 

基本理念 



３ 

３ たつの市社会福祉協議会組織図 

 

 

会 長 

龍野支部事務局 御津支部事務局 揖保川支部事務局 新宮支部事務局 

本部事務局 

【総務企画課】・【地域福祉課】・【介護・障害福祉課】 

《執行機関》 

副会長・理事 

顧 問 第三者委員 

監 事 

理事会 

会長・副会長・理事 
 評議員会 

御津支部 

運営委員会 

揖保川支部 

運営委員会 

新宮支部 

運営委員会 

評議員選任・解任委員会 
善意銀行運営委員会 

ボランティアセンター運営委員会 

広報委員会 

虐待防止委員会 

《諮問機関》 

《監査機関》 《議決機関》 

龍野支部 

運営委員会 

福祉委員会 福祉委員会 

《意思決定機関》 



１ 

４ 事業計画 
 

■法人運営事業 

 拠点区分：人件費支出 78,039 千円、事務費支出 3,824 千円、負担金支出 404 千円  

計 82,267 千円 

 
 
 

 

（1） 理事会 〈事業活動番号 １〉 
 

法人の適正な運営に努めるため、業務執行に関する意思決定機関の理事会を適宜 

開催します。 

 

（２） 評議員会 〈事業活動番号 ２〉 
 

法人の適正な運営に努めるため、議決機関としての評議員会を適宜開催します。 

 

（３） 支部運営委員会等各種委員会 
 

法人の適正な運営に努めるため、円滑な事業遂行を図るため各種委員会を適宜開 

催します。また、虐待防止委員及び福祉委員の任期満了に伴う改選を行います。 
 

① 支部運営委員会 〈事業活動番号 ３〉 
 

② 評議員選任・解任委員会 〈事業活動番号 ４〉 
 

③ 善意銀行運営委員会 〈事業活動番号 ５〉 
 

④ ボランティアセンター運営委員会 〈事業活動番号 ６〉 
 

⑤ 広報委員会 〈事業活動番号 ７〉 
 

⑥ 虐待防止委員会 〈事業活動番号 ８〉 
 

⑦ 福祉委員会 〈事業活動番号 ９〉 

 

（４） 決算監査、中間監査 〈事業活動番号 １０〉 
 

   適切な法人運営に努めるため、顧問税理士立会いの下、監事による事業執行及び

会計監査を行い、監査状況を理事会及び評議員会に報告します。 

 

（５） 財務管理 〈事業活動番号 １１〉 
 

   財産を適切に管理するため、社会福祉法人新会計基準に基づき、資金収支や損益

などの経営状況の把握に努めながら経理事務を行います。 
    

１．法人運営事業 



２ 

（６） 事務局体制の強化 〈事業活動番号 １２〉 
 

① 担当者会議等 

利用者に適切なサービスの提供又は円滑な事業の推進を図るため、会議を適宜

開催します。 
 

② 行政各課との連携会議 

多様なニーズへの協議と連携を図るため、関係機関の各種会議に参加します。 
 

③ 職員育成及び資質向上 

人材育成基本方針に基づき、目指すべき職員像「気づき、考え、協働する、福

祉のスペシャリスト」に近づくため、計画的かつ体系的に職員研修を実施します。 

また、目標管理制度及び人事評価制度における能力評価と業績評価の実施によ

り、適正な人事評価を行い職員の資質の向上を図ります。 

 

（７） 社会福祉法人連絡協議会 〈事業活動番号 １３〉 
 

平成 30 年度に設立したたつの市社会福祉法人連絡協議会に参画し、たつの市内 

27 の社会福祉法人（地域福祉分野 1 法人、高齢福祉分野 8 法人、障害福祉分野 4 法

人、児童福祉分野 14法人）のネットワークと専門性を活かした地域公益活動を推進

します。 
 

○ 災害時における法人連協、行政及び住民が連携した避難体制づくり 

兵庫県社協ほっとかへんネット課題対応プロジェクト助成金を受け、特別養護

老人ホームで福祉避難所の開設等の訓練を実施 

○ 職員研修会（カスタマーハラスメント対応）を実施 

 

（８） 財政基盤の確立と健全運営  
 

① 社協会費 〈事業活動番号 １４〉 

広報活動やチラシ配付による会費及び事業活動の啓発と理解促進を図り、会費

の増強に努めます。また、特別・団体会員として加入された個人や事業所、団体を

広報紙「たつの市社協だより」に掲載します。6月実施 
  

② 善意銀行 〈事業活動番号 １５〉 

広報紙「たつの市社協だより」に毎号、預託の状況をお知らせする広報活動や、

6 月のチラシ配付による善意銀行の啓発と理解促進を図り、預託金品の増強に努

めます。通年実施 
 
 

③ 共同募金 〈事業活動番号 １６〉 

広報活動やチラシ配付による共同募金の啓発と理解促進を図り、寄付金の増強

に努めます。また、大口寄付をされた個人や事業所、法人、団体、職域、学校な

どを広報紙「たつの市社協だより」に掲載します。10月～3月実施 
  



３ 

④ 有料広告掲載事業 〈事業活動番号 １７〉 

広報紙への広告掲載による事業所の福祉貢献を呼びかけ、自主財源づくりに努         

めます。 
    
  ⑤ その他の財源確保 

自動販売機の設置や喫茶軽食販売、市内で開催される各種イベントでの模擬店 

販売を行いながら収益の確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 

■福祉活動事業 
拠点区分：人件費支出 34,838 千円、事業費支出 40,097 千円、事務費支出 184 千円 

貸付事業支出 300 千円、 助成金支出 16,731 千円、負担金支出 60 千円  計 92,210 円 
 

１．地域福祉活動推進事業 
サービス区分：事業費支出 21,149 千円 

助成金支出 8,326 千円 

                 計 29,475 千円 
 

（１） 小地域福祉活動推進事業 〈事業活動番号 ６１〉 

事業費支出 101 千円  助成金支出 8,076 千円 〔会費財源〕 
 

 住民主体によるふれあいサロンやふれあい喫茶などの単位自治会での福祉活動を 

推進し、そこで暮らす地域住民の集いの場づくりや地域のつながりづくりを図りま 

す。 

また、見守り活動を推進する「支え合いマップづくり」の普及啓発も行います。 
 

〔小地域福祉活動〕助成金支出：7,896千円 

〔支え合いマップづくり〕助成金支出：180千円 
 
 

（２） 給食・自立支援配食サービス事業      事業費支出 6,370 千円 〔会費・利用料財源〕 

 

① 自立支援配食サービス事業（たつの市からの受託事業）〈事業活動番号 ２０〉 

たつの市から受託し、調理が困難な一人暮らし高齢者などの食生活の支援と安 

   否確認を図るため、ボランティアの協力による昼食弁当の調理配食を行います。 

    配食時には、利用者の様子に変化があった時や、不調の訴えがあった時には、 

親族や行政のほか、介護支援専門員等の専門職と連携し、問題の早期発見・解決 

に努めます。         市受託金：415円／1食、利用料：370円／1食 
 
    【対象者】市内に居住する要援護高齢者等であって、以下の方 

     ・75歳以上の高齢者単身世帯又は高齢者のみの世帯の方 

     ・おおむね 65歳以上の高齢者単身世帯又は高齢者のみの世帯で、介護保険 

法による要介護者又は要支援者を有する世帯の方 

     ・重度の障害者のみの世帯又は重度の障害者とおおむね 65歳以上の高齢者 

のみの世帯の方 
 

〔自立支援配食サービス：受託〕 

実 施：龍野…火曜・木曜、新宮…水曜、揖保川…金曜、御津…火曜 

利用者：228人（龍野 80、新宮 66、揖保川 37、御津 45） 

配 食：延べ 11,039食（龍野 3,840、新宮 3,234、揖保川 1,850、御津 2,115） 
 

② 給食サービス事業（社協独自事業）〈事業活動番号 １９〉 

調理が困難な一人暮らし高齢者などの食生活の支援と安否確認を図るため、ボ 

   ランティアの協力による昼食弁当の調理配食を行います。 

また、食品を提供する福祉活動者を対象にした食品衛生講習会を開催します。 

利用料：370円／1食（食材費と利用料の差額は社協負担） 
 



５ 

 
    【対象者】市の自立支援配食サービス事業非該当で調理が困難な以下の方 

・65歳以上 75歳未満の一人暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯の方 

・65歳以上の昼間一人暮らし高齢者 

・障害者のみの世帯及び障害者と 65歳以上の高齢者のみの世帯の方 
 

〔給食サービス：社協〕 

実 施：龍野…火曜・木曜、新宮…水曜、揖保川…金曜、御津…火曜 

利用者：10人（龍野 2、新宮 4、揖保川 3、御津 1） 

配 食：延べ 489食（龍野 96、新宮 196、揖保川 150、御津 47） 

〔食品衛生講習会〕 

6月、10月 

 

 

（３） 福祉車両貸出事業 〈事業活動番号 ２１〉 事業費支出 725 千円 〔会費・利用料財源〕 

 

高齢者や身体障害者などの外出、福祉団体などの活動を支援するため、スロープ 

又はリフト付きの福祉車両の貸出しを行います。貸出料：500円／1回（1日） 
 

貸出：215回（龍野 80、新宮 15、揖保川 100、御津 20） 

 
 

（４） 福祉機器貸出事業 〈事業活動番号 ２２〉   事業費支出 29 千円 〔会費・利用料財源〕 

 

介護保険制度の福祉用具貸与を利用できない高齢者や障害者などの生活を支援す 

るため、福祉機器の貸出しを行います。介護用ベッドの貸出しについては、廃止の 

方向で検討していきます。 

維持管理料：介護用ベッド 300円／月 ※2週間以内は無料、車いす 無料 
 

〔介護用ベッド〕 

  保有台数：51台（龍野 20、新宮 4、揖保川 13、御津 14） 

  貸出件数：47件（龍野 10、新宮 17、揖保川 10、御津 10） 

〔車いす〕 

  保有台数：137台（龍野 65、新宮 25、揖保川 34、御津 13） 

貸出件数：189件（龍野 100、新宮 19、揖保川 30、御津 40） 
 
 

（５） 高齢者ふれあいのつどい事業 〈事業活動番号 ２３〉        
事業費支出 751 千円 〔会費・利用料財源〕 

 

家庭に閉じこもりがちな一人暮らし高齢者などに、民生委員児童委員やボランテ 

ィアなどの協力を得て、社会参加の場を提供することで、高齢者相互の交流を図る 

機会づくりを行います。利用料：300円／1回 
 

実 施：26回（新宮 2、揖保川 1、御津 23） 

利用者：延べ 412人（新宮 78、揖保川 150、御津 184）  
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（６） 子育て支援事業                   事業費支出 183 千円 〔会費財源〕 

 

① 子育てひろば 〈事業活動番号 ４８〉 

乳幼児を持つ親子が気軽に集える場を開設し、子育て世代に仲間づくりと情報 

交換ができる場を提供します。 
 

開設：龍野（児童館）／毎週火～土曜、新宮／毎週月曜 

揖保川／毎月 1回、御津／毎週月曜 

 

② 子育て支援フェア 〈事業活動番号 ４９〉 

子育て中の親子が集えるイベントを新宮地域で開催し、子育て世代に交流と情 

報収集ができる場を提供します。 

 

③ 勉強カフェ 〈事業活動番号 ５０〉 

中学生以上を対象に、ピアさぽーとセンター1階にある陽だまりキッチンを学 

   習スペースとして無料開放し、学びの場づくりを行います。 
 

開設：毎週水・木曜 ※春休み、夏休み、冬休み期間は月～金曜開設 

 

 

（７） 当事者組織活動推進事業 〈事業活動番号 ２４〉    

                 事業費支出 1 千円 助成金支出 100 千円 〔会費財源〕 

 

地域社会や制度の狭間で孤立しがちな当事者組織への相談助言、助成金交付によ 

り当事者組織の自主活動を支援します。 
 

助成金支出：100千円 

交      付：2組織 

 

 

（８） 心配ごと法律相談事業 〈事業活動番号 ６２〉    事業費支出 1,623 千円 〔会費財源〕  

 

心配ごとや悩みごとを抱える方の問題解決や不安軽減を図るため、弁護士や公証 

  人による無料の法律相談所を開設します。相談料：無料 
 

〔弁護士相談〕 

龍野：第 1水曜、新宮：第 2木曜、揖保川：第 3火曜、御津：第 4木曜 

〔公証人相談〕 

龍野：第 3水曜 
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（９） 地域福祉推進事業      事業費支出 8,540 千円 助成金支出 150 千円 〔会費財源〕  

 

  ① 暮らし支え合い事業  〈事業活動番号 ２５〉 

日常生活のちょっとした困りごとに寄りそう住民同士の支え合い活動を推進す 

るため、サポーター発掘・育成、支え合い活動の調整を行います。 
 

【対象者】市内に居住する日常生活を営む上で支援を必要とする以下の方 

    ・在宅の一人暮らし高齢者又は高齢者夫婦世帯 

    ・在宅の障害者 

    ・在宅の産前産後の方 

【支援内容】買い出し、軽易な掃除、草むしり 他 

【利用者負担】100円/10分 
  
  ② 支部福祉フェア 〈事業活動番号 ６３〉 

住民交流の場づくりと福祉啓発を行うため、地域の特性を活かした福祉フェア 

を開催します。また、福祉フェアを通して社会福祉の増進に寄与された方々に表 

彰・感謝状の贈呈を行います。 
  

③ 社協出前講座 〈事業活動番号 ６４〉 

福祉の地域づくりや社協の事業活動の理解促進を図るため、各種団体やグルー 

プの集まりに職員を派遣し、福祉学習やレリエーションなどを行います。 
  

④ レクリエーション用具貸出事業 〈事業活動番号 ６５〉 

地域の活動や団体の行事などに活用できるレクリエーション用具や模擬店用具 

を整備し、貸し出します。 
  
  ⑤ 民生委員互助共励事業 〈事業活動番号 ６６〉 

民生委員児童委員の傷病に係る全国（県）民生委員互助共励事業の受付業務を 

行います。 
 
 
  ⑥ 実習生等の受入れ 〈事業活動番号 ６７〉 

    福祉系高校及び大学の実習生の受入れに協力し、将来の福祉人材の確保・育成 

に努めます。また、中学校のトライやる・ウィークの生徒の受入れに協力し福祉 

の体験啓発に努めます。 
  

⑦ 共同募金委員会 〈事業活動番号 １８〉 

兵庫県共同募金会の支会として、たつの市共同募金委員会事務局を運営し、募 

   金運動を支援します。 
 

助成金支出：150千円 
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（１０） 生活支援体制整備事業（圏域協議体）〈事業活動番号 ６８〉 

                                   事業費支出 945 千円 〔市受託金財源〕 

 

日常生活圏域（5圏域）ごとに、住民主体により単位自治会の公民館等で開かれ 

るサロンや喫茶等の居場所が介護予防や見守りにとって大きな意義や効果があるこ 

とを再確認し、人や社会とのつながりを持ちながら暮らすための大切な場となる地 

域の居場所について考え、協議する圏域協議体を運営します。 

 また、介護保険等事業所や地域が把握する居場所の情報を出し合い、共有を図る、 

日常生活圏域ケア会議との合同会議も開催します。 
 

実施：各圏域全 5回（福祉専門職との合同会議 1回を含む。） 

 
 
 

（１１） ファミリーサポートセンター事業 〈事業活動番号 ５１〉  
                                   事業費支出 1,881 千円 〔市受託金財源〕 

 

子育て世代の育児と仕事などの両立を応援する会員制の相互援助活動を進めるた 

め、会員の養成講座や活動のコーディネートを行います。 
 

利用料：600円／時間（月～金曜 7:00～21:00） 

     800円／時間（月～金曜の上記以外の時間、土日祝） 
 

会員：646人（依頼会員 369、協力会員 249、両方会員 28） 

※令和 8年 3月 1日現在 

派遣：約 1,000件（保育施設までの送迎、放課後児童クラブ終了後の預かり等） 

広報：子育て通信「どきどき」4回 

講座：国のカリキュラムに基づく「心の発達」、「小児看護」、「安全」等の全 10回 
 
 
 
 

２．共同募金配分金事業 
サービス区分：事業費支出 8,613 千円 

助成金支出 6,805 千円 

               計 15,418 千円 
 

（１） 福祉団体等支援事業 〈事業活動番号 ６９〉 
助成金支出 2,965 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

高齢者・障害者・児童などの福祉団体の事業活動を支援するため、協賛金を交付 

し、福祉団体の活動を支援します。 
 

助成金支出：2,965千円 

交   付：17か所（福祉団体 9、特別支援学級 4、ボランティア協会 4） 
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（２） 地域交流事業補助金交付 〈事業活動番号 ８９〉 

助成金支出 400 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

社会福祉法人、社協と協同して実施する事業や新たに複数の団体が地域のつなが 

りづくりや支え合い活動に結びつく公益的な取組を行う福祉事業に対して、補助金 

を交付し活動を支援します。     補助金額：1団体 上限 100,000円 
 

助成金支出：400千円 

交   付：4か所 

 

 

（３） 訪問理容サービス事業 〈事業活動番号 ２６〉 

助成金支出 70 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

理容店に出向くことが困難な高齢者等の心身の健康保持と保健衛生の向上を図る 

ため、理容組合揖龍支部の協力により、在宅での理容サービスを提供します。 

利用料：3,000 円／回（利用者負担：2,000 円／回） 
 

助成金支出：70千円 

提   供：70人（龍野 19、新宮 30、揖保川 20、御津 1） 
 
 
 
（４） 情報発信事業 〈事業活動番号 ７０〉  事業費支出 3,117 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

広報紙「たつの市社協だより」を奇数月に発行します。また、ホームページやイ 

ンスタグラムなどの情報発信ツールを整備し、福祉啓発を行います。 
 

事業費支出：3,117千円 

発   行：6回 
 
 
 

（５） 福祉学習推進事業 〈事業活動番号 ５２〉  事業費支出 540 千円 〔共同募金配分金財源〕 
 

誰もが大切にされる共生社会に向けて、市内の小中学校、高等学校及び特別支援 

学校を対象に、各学年に応じた福祉学習を進めます。 

また、学校との情報共有を図るため、連絡調整会議を開催します。 

                     助成金額：１校 上限 50,000円 
 

事業費支出：540千円 

対 象 校：27校（小学 17、中学 6、高校 2、特別支援 2） 
 
 

（６） ボランティアグループ活動等助成事業 〈事業活動番号 ７１〉 

事業費支出 22 千円 助成金支出 3,370 千円 〔共同募金配分金財源〕 
 

ボランティアセンター登録グループの活動及び新規グループの立ち上げを推進す 

るため、助成金の交付によりボランティア活動を安定的かつ継続的に支援します。 
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 【助成金】 

・ボランティアグループ活動助成金額：1グループ 上限 50,000円 

・ボランティアグループ立ち上げ助成金額：1グループ 上限 10,000円 

・ボランティア養成講座開催助成金額：1グループ 上限 10,000円 
 

事業費支出：22千円 

助成金支出：3,370千円 

交   付：85グループ 
 
 

（７） ニコニコ マルシェ 〈事業活動番号 ５９〉 事業費支出 150 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

共同募金運動の啓発及び理解促進を目的に、子育て世代を対象として、地域住民 

やボランティア等と協働し、地域のつながりを啓発するイベントを御津地域で開催 

します。 
 

事業費支出：150千円 

 
 
（８） みつけるマルシェ 〈事業活動番号 ６０〉 新規 

事業費支出 150 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

共同募金運動の啓発及び理解促進を目的に、子育て世代を対象として、地域住民 

やボランティア等と協働し、地域のつながりを啓発するイベントを揖保川地域で開 

催します。令和 6年度及び 7年度は、兵庫県共同募金会「共同募金運動強化推進モ 

デル地区事業」の指定及び助成金を受けて揖保川地域で開催してきましたが、令和 

8年度は社協独自事業として継続して開催します。 
 

事業費支出：150千円 

 
 

（９） 歳末安否確認事業 〈事業活動番号 ２７〉 事業費支出 3,311 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

歳末時期に民生委員児童委員協議会と連携し、福祉カレンダーとお菓子を配布す 

ることで一人暮らし高齢者や障害者などの安否確認を行います。12月実施 
 

事業費支出：3,311千円（福祉カレンダー1,289千円、お菓子 2,022千円） 

提   供：5,080人 
 
 
（１０） 歳末要支援児童・生徒激励事業 〈事業活動番号 ５３〉 

事業費支出 705 千円 〔共同募金配分金財源〕 

 

歳末時期に民生委員児童委員協議会及び市教育委員会と連携し、要保護・準要保 

護世帯の小中学生を対象にお年玉（3,000円/人）をお届けし、激励訪問を行います。 

12月実施 
 

事業費支出：705千円 

提   供：230人 
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（１１） 特別給食（おせち料理）配食事業 〈事業活動番号 ２８〉 

事業費支出 585 千円 〔共同募金配分金財源〕 
 

歳末時期に給食・自立支援配食サービス事業利用者の安否確認をするため、希望 

者に特別給食（おせち料理）を配食します。利用料：2,000円／1食。12月実施 
 

事業費支出：585千円 

提   供：130人 
 
 
 
（１２） こどもホームステイ協力事業 〈事業活動番号 ５４〉 

事業費支出 33 千円 〔共同募金配分金財源〕 
 

年末年始の期間に児童養護施設の入所児童を預かる、市のこどもホームステイ事 

業に協力します。 
 

事業費支出：33千円 
 
    

３．ボランティア活動推進事業 サービス区分：事業費支出 2,280 千円 

 

（１） ボランティア活動支援 〈事業活動番号 ７２〉  事業費支出 1,249 千円 〔会費等財源〕 

 

各支部ボランティアセンターで、相談助言・登録受付・活動コーディネートを行 

います。 
 

登録数 ※令和 8年 3月 1日現在 

・グループ数：107グループ（龍野 40、新宮 24、揖保川 19、御津 24） 

・登録人数：延べ 1,476人（グループ 1,225人、個人 251人） 

 
 

 （２） ボランティア育成事業 〈事業活動番号 ７３〉   事業費支出 158 千円 〔会費等財源〕 

 

ボランティア活動者の拡大をめざして、ボランティア活動未経験者を対象に体験 

教室や養成講座を開催し、活動を始めるための知識を学ぶとともに、活動に参加す 

るきっかけづくりを行います。 
 

給食ボランティア体験料理教室、ボランティア養成講座ほか 
 
 
 （３） ボランティアセンターまつり 〈事業活動番号 ７４〉 事業費支出514千円 〔会費等財源〕 
 

ボランティアセンターの周知やボランティア活動の普及啓発のため、ボランティア 

センターまつりを開催します。 
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 （４） 災害ボランティアセンター訓練 〈事業活動番号 ７５〉 事業費支出 65 千円 〔会費等財源〕 
 

子どもたちとの防災訓練のほか、被災地支援で現地災害ボランティアセンターの 

活動を通じて社協職員が見てきたことを伝え、災害への備えと災害ボランティアの 

受入れ等について体験する訓練を実施します。 
 
 
 （５） ボランティアスクール 〈事業活動番号 ５５〉   事業費支出 294 千円 〔会費等財源〕 

 

福祉に触れ、体験する場を通して、小・中学生、高校生、親子が多くの人と関わ 

り、支え合いの心を育むボランティアスクールを開催します。 
 

 開催時期：7月～8月の夏休み期間 

・夏休みジュニアボランティアスクール … 対象：小学 4年生～中学生 

・親子ボランティアスクール … 対象：小学 1年生～3年生の親子 

・ボランティアハイスクール … 対象：高校生 
    

４．福祉サービス利用援助事業 サービス区分：事業費支出 286 千円 

 

（１） 福祉サービス利用援助事業 〈事業活動番号 ３０〉         〔県社協受託金財源〕 
 

認知症高齢者や知的障害者、精神障害者など判断能力に不安のある方が、地域で 

  安心して自立生活が営めるよう、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理を支 

援します。また、生活支援員の雇用拡充を図り、利用者支援を円滑に進めます。 
 

利用者：24人 

（認知症高齢者 9人、知的障害者 5人、精神障害者 9人、その他 1人） 

        ※うち、生活保護受給者 18人 
 
 

５．資金貸付事業 
サービス区分：事業費支出 983 千円 

貸付事業支出 300 千円  計 1,283 千円 
 

（１） 小口資金貸付事業 〈事業活動番号 ７６〉       貸付事業支出 300 千円 〔会費財源〕 
 

生活困窮となった低所得者世帯に生活の応急的な支援を行うための生活つなぎ資 

金の貸付けを行います。貸付上限額 30,000円。 
 

貸付：10件（龍野 5、新宮 1、揖保川 2、御津 2） 

 
 

（２） 生活福祉資金貸付事業 〈事業活動番号 ７７〉 

事業費支出 279 千円 〔県社協補助金・受託金財源〕 
 

他の資金からの借入れが困難な低所得世帯等の経済的な自立を図るため、他機関 

  と連携しながら兵庫県社会福祉協議会が債権者として実施主体となる生活福祉資金 

（教育支援資金、福祉資金等）の申込受付を行います。 



１３ 

（３） 生活困窮者支援体制強化事業 〈事業活動番号 ７８〉 

事業費支出 704 千円 〔県社協補助金財源〕 
 

新型コロナウイルスの影響による収入の減少を理由に貸し付けたコロナ特例貸付 

の借受世帯に対し、償還の猶予・免除手続きや就労、奨学金制度等の生活課題に対 

する相談支援を実施します。 
 

現在償還中の相談支援対象のコロナ特例貸付借受世帯数：242世帯 
 

〈参考〉コロナ特例貸付状況 

  債権者：兵庫県社協  申請受付期間：令和 2年 3月 25日～令和 4年 9月 30日 
 

種別 貸付件数 世帯 貸付合計額 貸付額（最大） 

緊急小口資金 517件 
517世帯 

98,130,000円 200,000円×1件 

総合支援資金 778件 440,850,000円 200,000円×3件×3ヶ月 

合計 1,295件 517世帯 538,980,000円  
 

 
 
（４） 生計維持緊急貸付事業 〈事業活動番号 ７９〉  令和 7 年度末で市へ返還 

 

市受託事業として、令和 2年 5月から新型コロナウイルスの影響による収入の減 

  少等があり、緊急かつ一時的な生計維持のための貸付けを行った者に対する償還事 

  務を行っておりましたが、令和 7年度末をもって市に債権を譲渡し、社協での事業 

  を廃止しました。 
 

〈参考〉生計維持緊急貸付状況 

債権者：たつの市社協  申請受付期間：令和 2年 5月 18日～10月 8日 

種別 貸付件数・世帯 貸付合計額 貸付額（最大） 

生計維持緊急貸付 200件・116世帯 40,000,000円 200,000円×2件 
  

 
〈債権管理状況〉 ※令和 8年 2月 20日現在 

区分 金額 
償還額 4,033,134円 

21,649,862円 
免除額 

非課税世帯等 
17,616,728円 

借受人死亡 

未償還額＊ 18,350,138円 18,350,138円 

合計 40,000,000円 40,000,000円 
 
 〈未償還額＊ 状況〉 

区分 世帯 金額 
償 還 中 58世帯 

60世帯 
譲渡債権 

18,350,138円 
個人再生 1世帯 
自己破産手続き中 1世帯 

合計 60世帯 60世帯 18,350,138円 
 

 
 
 
 
 



１４ 

６．善意銀行運営事業 

サービス区分：事業費支出 4,553 千円 

（※渉外費等 140 千円含む） 

助成金支出 1,600 千円  計 6,153 千円 

 
（１） 新生児誕生メモリアル事業 〈事業活動番号 ５６〉 

                                           事業費支出 1,290 千円 〔善意銀行財源〕 
 

新生児誕生を祝福するため、記念品としてフォトスタンド（10,000円相当）を贈 

呈します。財政状況等及び必要性を検討していきます。 
 

贈呈：150人 

 
 

（２） 善意の芽生え事業 〈事業活動番号 ８０〉  
事業費支出 2,772 千円 助成金支出 1,600 千円 〔善意銀行財源〕 

 

地域の公益に資するため、各自治会に対し、世帯数に応じた割合で、ベンチ、飛 

び出し坊や又は物品又は用具購入費の一部助成を行います。ただし、ベンチは充足 

しているものと判断し、必要性について検討していきます。 
 

交付：216単位自治会・組織 

 
 

（３） 善意月間等啓発事業 〈事業活動番号 ８２〉  事業費支出 201 千円 〔善意銀行財源〕 
 

兵庫県と兵庫県社協が共同主唱する善意の日（6月 1日）・善意月間（6月）の啓 

発及びたつの市善意銀行の預託推進を図るため、駅や商店での街頭啓発を行うとと 

もに、放送設備付きの公用車で市内を巡回します。 

また、「たつの市善意銀行だより」を全戸配布し、啓発を行います。 
 
 

（４） 災害見舞金等支給 〈事業活動番号 ８３〉   事業費支出 150 千円 〔善意銀行財源〕 
 

建物火災による住居の全半焼や豪雨による住居の床上浸水に遭われた世帯にお見 

舞いするため、見舞金等を支給します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１５ 

７．老人福祉センター管理運営事業 

サービス区分：人件費支出 2,768 千円 

事業費支出 668 千円 

事務費支出 18 千円 

             計 3,454 千円 
  
（１） 老人福祉センター管理運営事業 〈事業活動番号 ３１〉           〔市受託金財源〕 

 
高齢者の健康増進や教養向上を図るため、囲碁や体操などの趣味クラブの開催な  

どの老人福祉センターの管理運営を行うとともに、たつの市老人クラブ連合会や各 

自治会の単位クラブの運営等に係る事務支援を行います。 
 
 
 
 

８．中央児童館管理運営事業 

サービス区分：人件費支出 8,169 千円 

事業費支出 1,565 千円 

事務費支出 62 千円 

            計 9,796 千円 
  
（１） 中央児童館管理運営事業 〈事業活動番号 ５７〉                 〔市受託金財源〕 

 
児童の健全な遊び場や交流の機会づくりを進めるため、絵本や図工などのクラブ 

  活動を開催し、事業に係る管理運営を行います。 

 また、週 5回、小・中・高校生を対象に学習室を開放し、幅広い層が利用できる 

  環境づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



１６ 

■介護保険事業 
拠点区分：人件費支出 7,434 千円、事業費支出 1,258 千円、事務費支出 333 千円 

負担金支出 25 千円                                    計 9,050 千円 

 

１．訪問介護事業 サービス区分：事業費支出 1,258 千円 

  
（１） 訪問介護事業 〈事業活動番号 ３２〉                〔介護報酬・利用料財源〕 

 
〈兵庫県指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会ヘルパーステーション〉 

介護保険制度に基づき、病気や加齢などにより、日常生活を自力で行うことが難

しくなり要介護認定を受けられた高齢者の身体介護（入浴介助等）や生活援助（掃

除、買い物等）を行うため、ホームヘルプサービスを提供します。 
 

利用者：13人（要介護 1～5の認定者）  提供：延べ 1,350回 

 
 

 （２） 介護予防・日常生活支援総合事業 〈事業活動番号 ３３〉   〔介護報酬・利用料財源〕 

 

〈たつの市指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会ヘルパーステーション〉 

介護保険制度に基づき、日常生活を営むのに支障があり、要支援認定を受けられ 

た高齢者の軽易な生活援助（掃除、買い物等）を行うため、ホームヘルプサービス 

を提供します。 
   

利用者：19人（要支援 1～2の認定者）  提供：延べ 1,350回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１７ 

■障害者総合支援事業 
拠点区分：人件費支出 55,584 千円、事業支出 21,109 千円、事務費支出 773 千円 

就労支援事業支出 4,907 千円                         計 82,373 千円 

 
 

１．居宅介護等事業 サービス区分：事業費支出 50 千円 

  
（１） 居宅介護事業 〈事業活動番号 ３６〉              〔介護給付・利用料財源〕 

 

〈兵庫県指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会ヘルパーステーション〉 

障害者総合支援法に基づき、身体・知的・精神障害者（身体障害者手帳・療育手 

帳・精神障害者保健福祉手帳の所持者）を対象に身体介護（移動介助等）や生活援 

助（掃除、調理等）を行うため、ホームヘルプサービスを提供します。 
 

利用者：5人（知的障害者 3人・精神障害者 2人）  提供：延べ 500回 
 
 
 
 
 

 （２） 重度訪問介護事業 〈事業活動番号 ３７〉              〔介護給付・利用料財源〕 
 

〈兵庫県指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会ヘルパーステーション〉 

障害者総合支援法に基づき、常に介護を必要とする重度の身体・知的・精神障害 

者（身体障害者手帳 1級・2級の肢体不自由、療育手帳Ａ判定の知的障害、精神障害 

者保健福祉手帳 1級）が在宅で生活を続けられるように、ホームヘルパーが自宅を 

訪問して、生活全般の介護サービス（入浴介助等）を行います。 
 
 
 
 
 

（３） 移動支援事業 〈事業活動番号 ３８〉                 〔介護給付・利用料財源〕 
 

〈たつの市指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会ヘルパーステーション〉 

障害者総合支援法に基づき、屋外での移動が困難な身体・知的・精神障害者（身 

体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の所持者）を対象に、社会生活 

上必要不可欠な外出及び余暇活動や社会参加のため、外出時にヘルパー（移動支援 

従業者）を派遣し、必要な移動の介助及び外出に伴って必要となる介護（買い物、 

散歩等）を提供します。 
 

利用者：2人（知的障害者）  提供：延べ 120回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１８ 

２．同行援護事業 サービス区分：事業費支出 49 千円 

  
（１） 同行援護事業 〈事業活動番号 ３９〉           〔介護給付・利用料財源〕 

 

〈兵庫県指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会ヘルパーステーション〉 

障害者総合支援法に基づき、視覚障害者（身体障害者手帳 1・2級の方等）が外出 

する際、ガイドヘルパー（同行援護従業者）を派遣し、移動に必要な情報の提供や 

移動の援護、排せつ、食事等の介護を適切かつ効果的に行います。 
 

利用者：7人（視覚障害者）  提供：延 420回 

 

 

３．障害者地域生活訓練事業 サービス区分：事業費支出 1,080 千円 

  
（１） 障害者地域生活訓練事業 〈事業活動番号 ４０〉      〔市補助金・利用料財源〕 

 

知的障害者（療育手帳の所持者）が家庭や地域で自立生活を送れるようにするた

め、ピアさぽーとセンター「杜のごてん」において、集団宿泊による生活訓練の機会

を提供します。 
 

訓練内容：買い物・食事作り・洗濯・掃除等 

利用者：25人（知的障害者）  提供：延べ 624人 

 

 

４．コミュニケーション支援事業 サービス区分：事業費支出 4,839 千円 

  
（１） 手話奉仕員派遣・養成事業 〈事業活動番号 ４１〉 

事業費支出 3,572 千円 〔市受託金財源〕 
 

手話で意思疎通を図る聴覚障害者（身体障害者手帳の所持者）の暮らしに係るコ 

ミュニケーションを援助するため、手話奉仕員を派遣します。また、平成 29年に制 

定された「たつの市共に歩む手話言語条例」の趣旨に伴い、奉仕員の養成や様々な 

通訳場面での通訳技術の向上のための研修を行います。 
 

依頼者：20人（聴覚障害者）  派遣：延べ 350件 
   
（２） 要約筆記奉仕員派遣・養成事業 〈事業活動番号 ４２〉 

事業費支出 1,267 千円 〔市受託金財源〕 
 

中途失聴者や聴覚障害者（身体障害者手帳の所持者）の暮らしに係るコミュニケ 

ーションを援助するため、要約筆記奉仕員を派遣します。また、奉仕員の養成や技 

術の向上のための研修を行います。 
 

依頼者：3団体  派遣：延べ 40件 
 



１９ 

（３） 手話サロン 〈事業活動番号 ４３〉 
 

聴覚障害者のコミュニケーション手段として、平成 29年に制定された「たつの市

共に歩む手話言語条例」の趣旨に伴い、手話言語の認識と障害の理解を深めること

を目的とした気軽に集える手話サロンを行います。 

 

 

５．就労継続支援Ｂ型事業 
サービス区分：事業費支出 12,409 千円 

          就労支援事業支出 4,907 千円 

                    計 17,316 千円 
  
（１） 就労継続支援Ｂ型事業 〈事業活動番号 ４４〉          〔訓練等給付・利用料財源〕 

 

〈兵庫県指定事業所、名称：ピアさぽーと すぎな〉 

障害者総合支援法に基づき、一般の事業所に雇用されることが困難な知的障害者 

（療育手帳の所持者）に対して就労訓練の機会を提供するとともに、生産活動その 

他の活動の機会の提供を通じて、就労に係る知識や能力向上を図ります。 
 

作業内容：文房具の包装、電気部品組立、自動車部品組立を主とした内職作業 

利用者：26人（定員 34人）  提供：延べ 6,240人 
 
   
（２） ピアさぽーとセンター管理運営事業 〈事業活動番号 ４５〉  〔訓練等給付・利用料財源〕 

 

障害者に対する総合的な支援事業及び介護保険事業を包括的、一体的に実施する 

施設の管理運営を行います。また、住民交流及び憩いの場として、軽食喫茶「陽だ 

まりキッチン」の運営を行います。令和 8年 3月 16日から新メニューの提供開始と 

原材料の価格高騰によるランチメニューの価格改定（100円値上げ）を実施し、利用 

者数の増加及び売上げの増額を目指します。 
 

開 設：毎週月～金曜 

（陽だまりキッチンの営業時間：9：30～15:00） ※毎月 20日は、9:30～13:00 
     

６．地域活動支援センター事業 サービス区分：事業費支出 1,863 千円 

  
（１） 地域活動支援センター事業 〈事業活動番号 ４６〉      〔市受託・事業収入財源〕 

 

障害者総合支援法に基づき、身体・知的・精神障害者（身体障害者手帳・療育手 

帳・精神障害者保健福祉手帳の所持者）が地域での自立生活や社会生活を営むこと 

ができるよう、創作活動（革細工、クラフトバンド、お菓子作りなど）や社会交流 

（チェアヨガ・スマホ教室など）の機会を提供します。 
 

利用者：25人（身体（主に聴覚）・知的・精神障害者）  提供：延べ 1,300人 

開  設：毎週月～金曜（相談、創作、交流活動など） 
  



２０ 

７．計画相談支援事業 サービス区分：事業費支出 819 千円 

  
（１） 計画相談支援事業 〈事業活動番号 ４７〉                       〔給付費財源〕 

 
〈たつの市指定事業所、名称：たつの市社会福祉協議会相談支援事業所〉 

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づき、身体・知的・精神障害者（身体障害 

者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の所持者）が必要な障害福祉サービス 

等を適切に利用できるよう、相談支援専門員が利用者や家族の意向に沿った計画を 

作成します。 
 

〔計画相談支援（18歳～65歳未満）〕 利用者：40人    提供：延べ 90人 

〔障害児相談支援（18歳未満）〕     利用者：170人   提供：延べ 380人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２１ 

■はつらつの湯管理運営事業 

拠点区分：人件費支出 11,764 千円、事業費支出 47,249 千円、事務費支出 68 千円 計 59,081 千円 

 

（１） はつらつの湯管理運営事業 〈事業活動番号 ８４〉       〔市受託金・利用料財源〕 
 

住民が憩い交流する公衆浴場の利便を図るため、公共施設の管理運営を行います。 
 

〈はつらつの湯〉 

営業時間：10:00～21:00（入館時間 20:30） 休館：毎週火曜、年末年始 

入 館 料：大人（中学生以上）480円、小人（小学生）240円 

     高齢者（65歳以上）・障害者 360円 

利 用 客：1日平均 310人 
 
 
 
 

■新宮ふれあい福祉会館管理運営事業 

 拠点区分：人件費支出 9,709 千円、事業費支出 33,443 千円、事務費支出 48 千円  計 43,200 千円 
 

（１） 新宮ふれあい福祉会館管理運営事業 〈事業活動番号 ８５〉 〔市受託金・利用料財源〕 
 

住民福祉の拠点・相互交流などを図るため、公共施設の管理運営を行います。 
 

〈ふれあいの湯〉 

営業時間：10:00～21:30（入館時間 20:30） 休館：毎週火曜、年末年始 

入 館 料：はつらつの湯に同じ 

利 用 客：1日平均 70人 
 
 
 
 

■御津やすらぎ福祉会館管理運営事業 

 拠点区分：人件費支出 5,742 千円、事業費支出 6,327 千円、事務費支出 27 千円   計 12,096 千円 

 

（１） 御津やすらぎ福祉会館管理運営事業 〈事業活動番号 ８６〉 〔市受託金・利用料財源〕 
 

住民福祉の拠点・相互交流などを図るため、公共施設の管理運営を行います。 
 
 
 
 

■西播磨成年後見支援センター事業 

   拠点区分：人件費支出 8,969 千円、事業費支出 3,331 千円、事務費支出 52 千円  計 12,352 千円 

 

（１） 西播磨成年後見支援センター事業 〈事業活動番号 ３５〉      〔3市 3町受託金財源〕 
 

判断能力が不十分な認知症高齢者や知的・精神障害者など、本人の暮らしを守る 

成年後見制度の普及啓発、利用に関する相談、市民後見人の養成などを行います。 
 

市民後見人人材バンク登録者数：50人 ※令和 8年 3月 1日現在 

市民後見人活動者：1人（太子町在住者） 

被後見人：1人（特別養護老人ホーム入所者） 
 


